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京都大学芦生演習林のブナ天然林に

おける低木の伸長生長について

山中 :!t4f1J・ 2豆井

On the shoot elongation characteristics of shrubs in a natural 

beech forest of Kyoto University forest in Ashiu 

Norikazu Y AMANAKA and Shigenobu T AMAI 

要旨

京都大学芦生i寅習林のブナ天然林で，閉鎖林錨下における低水'f!flの伸長5長崎;経と伸長忠良ノfタ

ーンについて調査を行い.イ市民投長様式と栄殺繁9ì直様式との関係及び，株内における 11~i々の地上

惑の役答uについて考察を行った。純泉の概嬰は次のとおりである。
1) 年間伸長生箆i誌の地上遊間変異が大きな積と小さな額が認められ;ぞれらは，それぞれJ1fj
茶更新，伏条斑新という額の栄謎鍛揃;織式と鴇接な関係があるものと考えられた。

2) 蹄芽更新により株を維持している積については，地上議の地際直径の増加に伴い，地上認

の年間伸長生長援の最大備が減少し，WJ接地上論告の老齢イじに伴う親株への謎分依1f.議の減少が示
唆怠れた。

3) l持*斑事rrにより株を維持しているツノハシバミ，マルパマンサク，クロモジでは， df閥伸
長住民盤の大きな池上認と小さな地上議で、伸長生慌のパターンに授が認められ，年開制1民生長査を

の大きな地上翠では伸・民期間が長かった。これは株内地上2夜間での親株の謎分への依得度の逸い
ぞ反映しているものとヰ替えられた。

またコアジサイ，ヤマアジサイでは年間伸長生長殺の大きな地上躍と小さな地上茎の伸長住長

パターンの鐙は小さかった。

として伏条斑新により株を維持しているイヌツゲ，スギで1ま池上諮問の伸長ノfターンの変興

は4、さかっTこ。

はじめに

樹木の伸長生殺に関しでは"dくから多くの研究が行われており，伸長生設のパターンは樹体の

他の器官の生援に上ちして環境変動の絡事還をう 1t にくしその生議の~f次変動も少ないといわれて

いる1)。また{Ifl:良住践のパターンの諮問比較も広く行われており.{rjl‘民主主義のパターンによりい

くつかのグループに聴がタイプ分げされている2)-6)

閣内の変異については Kozlowskiand Wardが Massachusetts のï3ti~1lで行った研究1)の結

果，伸長生長議，伸長生慌のパターンともに11~i体問で大きな変興を訴す離と変興の小さな揺があ
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ることが恭されている。このように樹木の伸長住長には額による滋いが鳴しいが，その他樹齢7川，

間力jあ棚休1mの遮低的な翠なども伸長生誕に影響1i:与えていると考えられる。
さらに悶…樹体内でも部{立により師長引き長殻，伸長パターンが典なることも知られている九

これら一連の研究とは観点が異なり，樹木の{市長生設や繍の生活史戦時の 1つの側部と

してとらえた研究が近年な怠れつつある。自)-11) 

我闘においては斎藤・菊沢(1976)12)ゃ丸山(1978)13)が多くの樹紐について{Ijl・民投殺のタイ

プ分けを行っている。また丸山(1978)ゅは綿々のタイプの主主部史戦略について言言及している。

しかし，主として栄強紫捕により更新を行っている閣について，栄謎蝶舶により生躍された地

上慈の伸長住民過程令制ベた例はみられない。

日本ill!の気候下にある京都大学芦~E演智林のブナ天然林では， {g;木穏を中心として，大部分

の池上諸が前部または伏条により主主躍されており 14〉， ζのような栄縫紫列車起源の地上認の伸長生

銭特性ぞう;[]ることは郁の側{木紳維持機構1i:'i考えるJ二でも袈であると思われる。

本研究は，閉鎖したブナ天然林内に存在する悶木醗おーい心として，その伸長生長告白穏の栄讃鍛

嫡i操式との関連においてとらえ，株113における例々の地上諸の役割を明らかにする ζ とを関的と

して行った。

なお木研究を進めるにあたり郷指導いただきました提示IJ夫教疫に原く感謝の認を寂します。ま

た終始有益な助設・奇いただき，調主主lζi燥しでも多大な協力をいただきました京都大学農学部森林

生態学研究設の持様，ならびに京都大f予知住演習林の轡様に深く感謝いたします。

調査地政び方法

調奈は，滋賀，招;1 1:の刑践に接する京都府北桑田郡奨IJI IßT，京都大学芦技演習林のぬ~4林班で

行った。この節41ネI;)l内の1niJ4'ζ造る支培恨の:1七向き斜問中j授のブナ天然林内に20mX30mの問
主主プロットぞ設けた。

;v，'il主ねむの線高は7601η，地質は秩父首位取lのBr】型ないし BD_d摺である。斜面の平均傾斜は35皮
である。訊u袋地周辺の気象は，制強拙から約 4km離れた京都大学}型f生j実智林事務所(線路360m)
における過去56年間の資料15)によると，年

平均気品目iは130Cであり， 年平均降水哉は ........ 30 

2495棚である。またf民間関(図-1)にみ

られるように，当地は冬期i海水域の多い袋

EI*型の気候を示す。調査百年の 1981年・

1982年はj品去56年li自の平均舶に出べると一

年を通じて月平均気瓶は低く，また冬期の

i際水域も少ない傾向者?示している。
ι 調妻子:地の~庭生は， 上前11ζ ブナ (Fagus

cr・6叩 t品 Sieb.et. Zucc.)が援出し， ペヒ1・

下関は， コアジサイ (Hydrangeahirta 

(中hunb.)Sieb.)，ザョウブ(Olethrabarbine・

rvis Sieb. et. Zucc.) ，イヌツゲ (Ilex

cr仰 at品 Thunb.)，クロモツ (Lぬde1・4

1t円~bellata 'l'hunb.)脅;が憐I討する。林床iこ

ササは帯夜しない。
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また本林分は林越が隣室しており，ブナの大筏水がみられることなどから盛期にわたり大きな

捜乱がなかった林分と考えられる14)。

調査は， )野生において，Wj芽または伏条などの栄謎繁殖により株を維持している抵木藤のコア
ジサイ，ヤマアジサイ (IIydtangea mac7'ophylla世品7'.ac秘mi叫ata(Sieb. et. Zucc.) Makino)，ク

ロモジ，マルパマンサク (IIamamelisjaponic!b世品r.obt似品ta1'.1乱tsum.)，ツノハシバミ (Corylif，8 

sieboldi!bna Blume)，イヌツゲの 6i還と， 潟水部ではあるが芦1:1::1において伏条斑新令行っている

スギ (C1'yptome1匂 japonica(L. f.) D. Don) の伏条橋樹接関についてプロット内からそれぞ

れ数株づっ選ぴ，当年伎の地上議をi徐き株内の地上認すべてにマーキングを行った。各々のj治上

惑について::l::i!4!Jの新梢部分の1mひ'を1981年と1982{予の 2年間]， 4月下旬から 7月下旬までは，俗
週一間，そ~'L以怖は，ほほ 2 週間おきに 9 月下旬まで延べ17間測定安行った。

また1982主Fの生育j弱の終りにプロット内に10mX20mのサブプ口ットを設け，サブプロット内

に評在するすべての木本梢物(つる撤物金|徐く)について 1つ 1つの株をほ別し，個々の地上選

について主~ij!lの年間伸長生長:慰と地際i直接ぞ測定した。

調3器地の光環境l5?1'.1. C. Anderson (1964) 16)の方法により， 1981年7月初日にプロット内で

30点，会天沼!弓潟l5?#1員持し，林内の相対j限度を求めた結果， 10.28土3.65杉(平均点棟準締法)と

いう鎖母方ミし，林内下関木はかなり強い被除下で生育しているものと巧-えられる。

結果と考紫

1) 年間伸長生長部:

湖沼プロットに存布ずる主嬰19積の木本欄物について主i!ql，の年間伸長挽長泣奇訴した(表-

1)。

平均年間伸長住鋭i誌が最も大きかったのはクロモジで，以下マルパマンサク，ウワミズザクラ

(P1'u似.8gra百anaMaxim.)，ムラサキシキブ (Callicarp品 j日ponicaThuub.)などで大きなfi在

が京さ ~Hこ。

逆lζ平均年間伸長;監が小さい都は， ハイイヌガヤ (Cephalotω1(8har1'Ingtonia叩 1'. na先日

(N akui) Rehder). ガマズミ (VibおI'n秘mdilatatum Thunb.)，イヌツゲ，イボタノキ (Ligstl'-

um obtU8ifol何mSieb. et. Zuec.)，スギ等があげられる。

次lζ地上諮問での年間判11主役民法の変践を変動係数 (C.V.)の航でみると，ムラサキシキブで

年間部長11::・民畿の地上諜il号変異が;段も大きく，以下，ツノハシパし リョウブ，ウワミズザクラ，
ヤマボウシ (Col'nω ](01(8aBuel'gel'邑x:H札口(Je).コアツサイ等で大きな値が示された。

これらの繍では，伴間伸i建設設畿の最大柏も大きく，ムラサキシキブ187.6ω1，ツノハシバミで

34. 8cm， リョウブで87.2cm，ウワミズサクラで90.6cmの年間{Ij!:民生民段告訴す地上諸がみられる。

これら大きな年1m伸長蛇長虫ぞ示した地上は，いずれも当年生のjjJi3f地上主主であった。また，
荷調査ぞ行った地上誌は限鎖林分下のほほ同一の環境条件下lこ生育し，かつ~地における地上認個

体併の大部分は栄謎繁殖起源の地上惑と忠われること l'りなどから，地上諸問の年間伸長~:.f送致の

大きな変異は，環境や遺伝的援素よりも株内での捌々の地上慈の栄盤状態の違い，すなわち親株

の縫分への依帯状線の違いを反映しているものとj忍われるo また，この傾向は，主として加3ftこ

より株を維持している随に蹴務にみられる。

一方，本語調査地では， I司じ栄謎鍛硝ながら，主として伏条により株が維持されていると考えら

れるスギ，ガマズミ，ツルシキミ (S1cimm必 j品ponicaf. l'ep仰 s(N乱kui)Hara)などでは，地

上議開の年間伸長生長筑の変興が小さく，また年間伸提供段趨;の殻大f胞もIJ、さい。



表ω1 年間{市長生長;誌の池上茶f.iJ変災
Table 1 Inter-stem variation in annual height incre滋ent.

霊S童pee名ies 池N上a業of数
An間誼u脇a年lh!工観とeiS察g.h長Dt設.in(四ere〉IBtIIt 

後:M大az{霞. 最lVI小in値. 変C動.V係.数
Stems (c滋) (倒)

一…ー…一一一一

ス ギ、 Criptomeriajaponica 10 4.86土1.55 7.4 2.8 31.87 

ガ マ ズ ミ Vibm・官官mdilalatum 15 3.16土1.24 5.7 1.3 :39.31 

ツルシキ ミ Skimmiajaponica f. repens 29 6.15:と2.84 16.3 2.3 46.23 

ヤマアヲサイ Hydγangea macropltylla vat'. acuminala 149 9.41土 6.57 36.5 0.7 69.79 

イボタノ キ Ligstl"制見 obtusifolimn 16 3.63土 2.56 11.3 0.3 70.38 

ハイイヌガヤ Cephalotaxushan・in，qtonia哲也7・.nalla 51 2.84こと 2.55 7.6 0.1 79.37 

マルパマンサク Hamamelis japonica ωγ• obtllsata 46 15.93土14.86 67.0 0.4 93.25 

タンナサワツタギ Symplocoscorealla 64 6.03土 5.92 29.1 0.6 98.20 

ク ロ モ ~ Lindel・aumbellata 147 20.72土21.55 81.2 0.6 103.94 

イ ヌ ‘Y グ Ilexct'ellaia 269 3.67土 3.84 21.9 0.4 104.61 

コ二 コe ノ キ Styraxjapo叫lca 40 6.47土 7.19 30.7 0.3 111.23 

ウスギヨウラク j1Ienziesi，晶 ciliicalyx 21 4.17土 4.79 10.4 0.4 114.89 

コミネカエデ Acet.micranthum 31 7.74:と9‘04 32.1 0.3 116.66 

コアジサィ Hydrangeahか.ta 973 9.94土12.13 74.8 0.3 121.97 

ヤマボウ シ C01"況uskousa 45 6.13土 7.51 32.1 0.2 122.50 

ウワミズザクラ Frunus graya持G 14 15.28ま22.29 号0.6 3.1 145.88 

ヨ ウ ブ Clethl・abat・binel・vis 583 11.50土17.55 87.2 0.4 152.68 

ツノハシパ:ミ C01'yllls sieboldia克也 17 5.21ま 8.41 34.8 0.5 161.66 

ムラサキシキブ Callicω・p岳 j畠:po担ica 19 14.43念31.44 137.6 0.3 217.94 

ロ
叶
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{犬条j国澱の地J二議は，樹体の…部の技が地雨に圧器し発根したものである。したがって，たと

え親株とつながっている状鵡でも前.芽のように大きな議分の移動がなく，掛休の…?鳴の校と問機

な生長しか示さはいために，地上装闘の変異が小主いものとJlf).われる。

コアジサイ，ヤマアジサイ，イヌツゲ，クロモジ， リ百ウブ，マ jレパマンサクの 6聴について

::1:1jill!の年間伸長強長;監と地際法話との関係を示したのが額一2である。

コアジサイでは，地際凶器が約0.8cm以下の地上濯で， 0.3cmから74.8cmまでの年踏伸長生長裁

のrjJがみられる。大きな伸長生誕畿を示す地上議は，すべて当年生またはここ数年間lζ発生した
滞i輸の別部である。このような大きな{Jjl設住長径治す沼齢瑚誌はま出燃i直径の生v良もよく，当年生

のwnf.でも生育jおの終りには， :i也際陸径が 0.5cm以上に速することもある。 また{I~ì長生長議が小

さな対IJJ二議のrl:nζは，慢の惑い"1111始}的立:を??含めた大きな締rlJが在京しているものと思われる。

しかし， 池際識経がほぼ 0.8cm.[j，、とになると閉鎖林抱下で10cm~越える年間伸混住民殺を吊す

地上議は裕和しなくなる。

務齢で親株の謎分l乙{依帯して大きな伸長主主長役示した地上諸も J位難関経でほぼ 0.8cm以上に

なると縞株の謎分に依容する割合が減少し，かっ光が制限された閉鎖林滋下?であるため年間伸誕

生授殺が小注くなるものと怒われる。

ヤヤアジサイにおける年間伸長生民法と地際n~抗議の関部もコアジサイとほぼ刊様のパターンを

示すと3与えられるが， コアジサイに比してヤマアジサイの地上議のヌj'命が娘い1わためか士山隙I読経

で1.0cm以上の地上認はほとんど存犯しない。

イヌツゲの年間伸長~t:経連;は，コアジサイやヤマアジサイ{こ比して小さい。地[~完砥筏が約 0.4

cmまでは20cm程度の年間伸長生長散在京す地 J::議も硲11:するが，大部分の地上惑は10cm以下の伸
を示した。

中間lζ述しf怒る樹拐で， リョウブの場合， j也際関径が 2cm以下の士山j二議では，年間伸長生長f誌
が般大90αn近くに述する授の非常によい池上決から，年間伸長~I::l送致が 2 cm前後の佐殺の惑い
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低1-3池上裟の{lj1長俊民ノfターン(年間伸長悠長f誌にjせする百分本で示すー)
@……年間伸長生後;設がlOcm以下の地上議

。……年前}伸長生長縫がlOcm以上の士山j二慈

縦線はi'iR準誤怒告示す
l~ig. 3 The course of seasonal h告igh七宮rowth.(Height growth l'cpresented as 

percent of annual height incrclllent at each色ensus.)

@……stellls with slllall anllual hcight increrncnt ( <lOcm) 

。……sternswith large annual hcight illcrernent ( )lOcm) 

Vel'tical bar・日 indi母乳te:l: 1 S.E. 

地上禁法で大きな変興がみられる。しかし， J也j際説経が2CI日以上になると閉鎖林冠下ではlOcmを

越える年!両日市長生:民殻を示す地上翠はなくなり，ほとんどすべての池上諜が親株の按分に依怒し

た誌を行っていないものと思われる。

クロモジ，マ jレパマンサクについても，ほほ同様のJiiifilJがみられた 0

2) 伸長生徒パターンの地上諮問変異

l)gl-3にiVlo:i笠を行った Hill(クロモジ，マルパマンサク，ツノハシバミ，コアジサイ，ヤマア

ジサイ，イヌツゲ，スギ)について，池上慈の主治11の伸長住民ノfターン(伸援強長完了時の長さ

に対する百分水で表わしている。)告示した。

Jm3f.現新により株の緯持を行っており，地上落闘で、の咋間{Jjl民投:1廷:践の変興が比較的大きなク

ロモ:P，マルパマンサク，ツノハシバしコアジサイ，それにヤマアジサイ(伏条も頻繁にみら

れるが調殺を行った株で・はみられなかった。)の 6磁については株内での池上諮問で栄盤状態!こ

若がみられる。親株の幾分l叫宜容して大きな{rll長生長識を示す池上菜と親株の強分lζ依おする割

合の少ない，伸長生長f誌の小さな池上落では{f!l:民生長過税も興ると思われるので， ζζでは便宜

的lζ，年間{rll長蛇長が10cm以上のJlll上京と10cm以下の地上端に分けて期I!の伸長生長パターン

ぞ示した。

額から切らかなように，マルパマンサク，ツノハシバミ，クロモツでは，年間伸長忠良散が大
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きな地J二議と小さな池上京で{f判長~t.Eミノ f ターンが呉っている。その授は特にツノハシバしマル

パマンサクで殺しい。ツノハシバミでは， 1981&予， 1982iì~の illìï&いともに，年間伸長住民法の小お

な地上議が 6月上旬には，ほほ{111:民生長喜子完了しているのに対して，年間伸長越の大きな池上茎

は，伸長期間が長く 8月下旬lζ蕊るまで伸長生長が続いている。マルパマンサクにおいても 19

82年には同様の傾向が示されているo

これらの積に対して，コアジサイ，ヤマアジサイでは咋間{II!長住長鋭の大き fぷ地上禁と小さな

池上3だとの間で{r!l誕生長パターンの諜は少ない。

今回測定ぞ行った年間伸長伎・民主義が大きな士山J二議は， ほとんどすべて過去数年内に発生した別

芽地上諸である。また光条件がi!lUI良されている閉鎖林分内の株について調査を行っているので，
ツノハシバミ，マルパマンサクに顕特にみられる年間伸設住民i誌の大きな地上落と小怠な地上落

のやM造パターンの涼は，株11':1地j二議 l~ÿJでの親株に対する謎分依存度の怒とレてとらえることがで

きる。

-c 
100 

~ 50 
0 
ι 

J A s 
1982 

関イ ツノハシバミの株内;地上選i潟での伸長住長
パターンの~典 (j~~務母32)

地J二議手持母 4282，4283，4284，は2年生加持
池上議務.f:j'4285，4286は1&1::悠1的資・

Fig. 4 Variation in the COUl'se of seasonal 

height growth among stems in乱 stool

of CorylltS sieboldi・'ana.(stool No.32) 

る。

Stem No. 4282，4283，4284……2 year-old 
sprouts. 

Stcm No. 4285，4286…..・1yeal'問。ldsprouts. 

1つの株内での池上翠の{司干民主主義ノfター

ンの遊興や1982主f:1こ調査したツノハシバミ

の例で示した(図 4)。ζの株ではNo.4282，

4283， 4284の 3つの地上惑が 2伊主主溜3f.で，

No.4285， 4286の地上禁が 1年生の萌芽であ

る。 ζれら殺齢の服務地上諜はNo.4282の地

在|徐きいずれも 10cm以上の年間伸長生

をボし，長期間にわたって神経主主義ぞ

続けているが，その他の地上諜では年間伸

も小さく伸長期間も短い。

このようにツノハシパミでは，親株の幾

分iζ依評して大きな年i部{r特捜盤令違成ずる

若いwff罫地上議は， 'g::儲伸長生援護まが小さ

なtlh上禁の{市長住長パターンとは誕なり，

良い部長期防Hをもっている。また ζの傾向
はマノレパマンサク，クロモジでも認められ

しかし， このような親株依容製の制ト民パターンさをもっ池上.3芸もi紛争重ねるにつれて，年伸長i設

が小さく伸長期翻も鋭い親株の謎分に依保する掛合の少ない独立探鉱盟のli!Lt議の伸，民ノTターン

に移行してゆくものと思われる。コアジサイ，ヤマアジサイの哲い}目立:地上禁では，親株への依

裕期間は比較的瓶いものと考えられる。

イヌツゲとスギでは，地上認閣で、の伸長パターンの袋持(:l;小さくなり I1却はした生長安行ってい

る o これは今回初j泣した匁1l.J:~では崩謀、状の大きな伸長殻必不すものがなく，すべて伏条j国~京の

地上落で、あったことが影響しているものと思われる O
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Resume 

Studies on the annual height inc1'ement and the cou1'se of 自在asonalh母ightg'l'owth of 

shrubs under elosed canopy were made in a natural beech forest of kyoto university 

for・estin .Ashiu. Relationships betwe日nshoot日longationchar・acteristics品ndrcproductive 

mode， and the 1'ole of each stCJllS in a stool were discussed. '1'h記 1・esultsar・esummerizcd as 
follows. 

1) Thel'・ewc1'c two types in annu乱1hcig'h t inc1'emel1 t of shoot， one was species with la1'ge 
V乱riationin the il1crement al1d another one was with 8m乱IIvariation. ]~ach type was Illostly 

dependent UpOll the regelleratioll by spl'outing' 01' the regel1eration by 1乱ycring.

2) MaxImum value of annual height increlllent decreased with incl'ease of diallleter at base 

for・sp巴ciesregenerated by sprouti幻g.This suggests that the degrec of dependcne記of.)'0古口g
Spl:OUもf:01'reSOUl'ces UpOll parent stool changes with age. 

3) Seasonal height growth pattcrn of stcms with largc annual height Imcremellt was diff-

e1'ent frolll those with 8ma11 increment and th巴 growing白 periodof stellls with large乱nnual 

height ine1'ement was longer than those with 8mall ime1'邑lJlellt 1'01' COl'ylus sieboldiana， 
Namamelis japonica var. obt1lsatn and Lindel'n U1nbellatn. 'J'hese tel1dencies were a180 found 

alJlong stems in a stool. '1'his sugg'ests that variation in the degJ'ee of dependence fo1' 

resources upon parent stoo1 among st巴日18 in a stool affωts on the diffcrcnces 01' the 

seasona1 height gl'owth patterll among stems. IJittle differellce 01' seasonal height growth 
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pattern was found b記tweenstems with 1乱l'geannual height increment and those with 

8mall increment for IIydmngea hu.ta乱ndIIydrangea macrophylla却ar.ac'umI1ωta. Variations 

in the course of seasonal height growth and in the an11ual height I11cr・emel1 t am 0 11 g 8 tem s 

were 8mall for C1'iptomeria japo匁icaand Ilex crenata. 




